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中学生における学校生活スキルの各領域と

自己効力感との関連

五十嵐　哲也1)，平岩　あゆみ, 吉野　成美3)

研究論文

【要旨】中学生の自己効力感が，「学校生活スキル」を構成する各領域とどのように関連するのかを検討し

た。その結果，学習，進路，健康，社会のそれぞれの領域が高ければ，自己効力感も高いことが示された。

また,学校生活スキル各領域得点の高低を組み合わせて調査対象者を群分けし，自己効力感との関連を探っ

たところ，学校生活スキルの全領域が低い者よりも，１領域でも高い領域を持つ者は自己効力感が高いも

のの，獲得している領域内容によってさらなる差異は認められなかった。このことから，特定の学校生活

スキルを獲得するだけでは自己効力感を高めるに至らず，４領域の学校生活スキルをバランスよく獲得す

る必要があると示唆された。
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問題と目的

　今日，不登校の増加や少年犯罪の増加。低年齢

化など，中学生における問題傾向の増加が指摘さ

れている。例えば，平成21年度文部科学省「児童

生徒の問題行動等生徒の諸問題に関する調査」1）

による調査速報値によれば，平成20年度間に年間

30日以上欠席した中学生は100,105人である。こ

うした問題行動の一要因として，生徒の持つ自助

資源であり，社会生活で必要とされる「スキル」

の低下が指摘されている2）。例えば，粕谷・河村3）

や渡辺・蒲田4）は，不登校状態にある中学生は，

登校している中学生よりも社会的スキルが有意に

低いことを実証している。

　しかし，登校している状態の子どもたちにとっ

て必要となるスキルは，多岐にわたると推察され

る。そのような考えから，飯田。石隈5）は，学校

教育における援助サービスを提供する上で焦点を

当てるものとして，「学校生活スキル」という概

念を提示している。学校生活スキルとは，中学生

が学校生活を送る上で出会う教育課題と，一人の

個人として成長していく中で出会う発達課題の解

決に求められるスキルである5）。これは，①学習

される，②学習面，社会面，進路面，健康面の領

域で，中学生が抱える発達課題・教育課題の解決

を促進する，③学校適応において個人の目標達成

に有効である，④学校という場面で受容される，

⑤学校で教育できる行動である，と定義されてい

る5）。この定義にしたがい，飯田・石隈5）は，そ

の個人差を測定するための尺度を作成し，中学生

の学校生活スキルは，「自己学習スキル」，「進路

決定スキル」，「集団活動スキル」，「健康維持スキ

ル」，「同輩とのコミュニケーションスキル」から

構成されていることを見出している。

　ところで，先行研究においては，社会的スキル

の向上に関与する要因として，自己効力感が取り

上げられている。これを受けて，学校生活スキル

についても，自己効力感との関連性が検討され始

めており,飯田・石隈6）は「同輩とのコミュニケー

ションスキル」が高い生徒は，自己効力感を比較

的高く保てているということなどを明らかにして

いる。しかし，自己効力感と学校生活スキルの関

連は，「同輩とのコミュニケーションスキル」の

ような社会面だけでなく，学校生活の多様な側面

を踏まえた視点で，学習面，進路面，健康面にお

いても検討する余地が十分にあると考えられる。

本研究では，これらの学校生活の諸領域のうち，

どのような領域を高めることが，自己効力感を高

める効果的な支援となるのか，また，学校生活ス

キルを複数領域にわたって獲得することが，自己
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効力感を高めることにつながるのか，検討するこ

とを目的とする。これにより，自己効力感が低い

生徒への援助方法として学校生活スキルのどの領

域を高める援助をしていけばよいのか，あるいは

複数領域にわたって高める援助をする必要がある

のか，といった具体的な支援方策の提示が可能に

なり，より効果的な学校現場における支援を検討

できると考えられる。

Ⅱ．方法

１。調査対象

　A県内の２校の公立中学校１～２年生，男子

205名，女子209名，計414名を調査対象として行っ

た。

　回答数は. 414名であったが，分析では無回答

の項目があるものは全て除外した結果，有効回答

378名，有効回答率は91.3%であった。この内訳

をみると，１年生191名（男子87名，女子104名），

２年生187名（男子97名，女子90名）であり，合

計378名（男子184名，女子194名）であった。

２。調査内容

（l）学校生活スキル尺度

　学校生活スキルの個人差を測定するため，飯

田・石隈5）の中学生用学校生活スキル尺度のうち，

五十嵐7）の短縮版尺度を使用した。この短縮版は，

「自己学習スキル」「進路決定スキル」「集団活動

スキル」「健康維持スキル」「同輩とのコミュニ

ケーションスキル」の５因子によって構成されて

おり，下位尺度ごとに飯田・石隈5）で因子負荷量

が高かった３項目を抽出し,合計15項目から成る。

回答形式は「よくあてはまる」（４点）「少しあて

はまる」（３点）「あまりあてはまらない」（２点）

「ぜんぜんあてはまらない」（１点）の４件法で回

答を求めた。

（2）自己効力感尺度

　嶋田8）の中学生用のセルフ・エフィカシー尺

度を使用した。本尺度は，１因子によって構造

されており，合計12項目から成る。回答形式は

「あてはまる」（４点）「少しあてはまる」（３点）

「あまりあてはまらない」（３点）「あてはまらない」

（１点）の４件法で回答を求めた。

３。調査時期と手続き

　2011年10月中旬～下旬に各学級単位で調査用

紙が配布され，集団で実施し，回収された。回答

は無記名で行われ，本調査が研究のためにのみ使

用することが教示された。

Ⅲ．結果

１．各尺度の性差について

（l）自己効力感尺度

　クロンバックのa係数を求めたところ, a =.89

を示し，高い信頼性が得られた．そこで，先行研

究と同様に全項目を用いることが適切であると考

えられたので，各項目の総和を項目数で除した値

を自己効力感尺度得点とした．

　自己効力感尺度の記述統計量については，

M＝35.90（SD＝8.35）であった．また，自己効

力感について,性M別間で尺度得点に差が見られ

るかを検討するために，亡検定を行った．その結

果,有意差は見られなかった（t［378］＝－.70,n.s.）

（2）学校生活スキル

　五十嵐にしたがい，原尺度5）と同様である

かを確認するために，確証的因子分析を行った．

その結果，原尺度5）と同じ構造であることが確

認された(GFI=.94O, AGFI= .911.CFI＝.907，

RMSEA＝.058）．

　そこで，飯田．山口・石隈9）の指摘をもとに，

学校生活スキルの下位尺度を「学習領域（『自己

学習スキル』から成る）」「進路領域（『進路決定

スキル』から成る）」「健康領域（『健康維持スキル』

から成る）」「社会領域（『集団活動スキル』と『同

輩とのコミュニケーションスキル』から成る）」

に分類した．その上で，各領域に属する質問項目

の総和を項目数で除した値を,各領域得点とした．

　学校生活スキルの各領域の記述統計量について

は，学習領域：M=2.83 (SD = .78),社会領域：

M＝2.91（SD＝.53）,進路領域:M=2.64(SD= .63),

健康領域：M＝2.80（SD＝.71）であった．

　また，学校生活スキルの各領域についてノ性

別間で各領域得点に差が見られるかを検討する

ためにt検定を行った．その結果，学習領域は

t[378］＝－.81，n.s.，進路領域はﾊﾞ:378］＝－．59，

n.s･，健康領域はﾊﾞ:378］= .36, n.s.,社会領域は

t[378］＝－.89,n.s.であり，各領域とも有意差は見

られなかった．

　さらに社会領域は「同輩とのコミュニケーショ

ンスキル」と「集団活動スキル」に分類される２

つのスキルの質問項目を併せ持っている．そのた

め，社会領域の項目を「同輩とのコミュニケー

ションスキル」の項目と「集団活動スキル」の項

目に分け，それぞれのスキルの項目に性差がある

か検討するため，亡検定を行った．その結果，「同

輩とのコミュニケーションスキル」では有意差が

見られなかったが（t［378］= .31,n.s「集団活動

スキル」では有意差が見られた（t［378］＝－2.43，
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p＜0.5)。
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２．学校生活スキル各４領域と自己効力感との関連

　各領域と自己効力感との関連を検討するため

に，まず各領域得点の平均値を基準にして高低群

分けを行った．そして，各領域の高群と低群で自

己効力感尺度得点に差が見られるかを検討するた

めに，t検定を行った．その結果(Tablel. 2, 3,

4)，全ての領域で有意差が見られた[学習領域:

t[376]= 5.74. p<.001 ；進路領域:r[376]= 5.99.

p＜.001 ；健康領域：t[376]＝6.27，p＜.001 ； 社

会領域:t[376]＝4.62，p＜.001)．このことから

各領域高群は，各領域低群に比べ自己効力感が高

いと言える．

3

(l

．
j 学校生活スキルの効果

学校生活スキルの群分けの設定と群間差

(Table5)

　各領域得点の平均値を基準にして，下位尺度得

点が平均点より高い者を高群，平均点より低い者

を低群として群分けした。

　その上で，複数の領域にわたって高群である者

を抽出し，高群である領域の数と種類の組み合わ

せにより群分けを実施し，A～Pの16群を設定し

た。その16群によって自己効力感尺度得点に差が

あるのかを検討するために16群を要因とする一

要因分散分析を行った。その結果，有意差が見ら

れた（F［15.362］= 4.57. p<。01）．Tukey法によ

る多重比較を行った結果，全領域高群＞全領域低

群であった。

（2）高群である領域の数と自己効力感との関連

　Table5の16群では，全領域高群の自己効力感

が全領域低群よりも有意に高かった。また，全領

域低群は,16群の中で最も自己効力感が低かった。

すなわち，４領域のうち１領域でも高い群を持つ

者は，全ての領域が低い者よりも自己効力感が高

くなっているため，高群である領域が多い者の自

己効力感が，高群である領域が少ない者よりも高

くなるのではないかと推測した。

　高群である領域が多い者の方が，自己効力感が

高くなるのか検討するために，調査対象者を全領

域高群，３領域が高群である者，２領域が高群で

1
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Table!　学習領域高低群における自己効力感の差
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ある者，１領域が高群である者，全領域低群に群

分けし，その群分けを要因とした，一要因分散分

析を行った。その結果，有意差が認められた(

(4,373) =23.13, p<.001)．Tukey法による多重

比較を行った結果，全領域高群＞１領域高群，２

領域高群＞全領域低群であった。さらに，３領域

高群＞１領域高群＞全領域低群であった。このこ

とから,学校生活スキルの全領域が低い者よりも，

１領域でも高い領域を持つ者の方が，自己効力感

が高くなると言える。また，１領域あるいは２領

域の学校生活スキルが高群である者が，今以上に

自己効力感を高めるためには，現在は低群である

スキル領域のうち２つ以上を高める必要があると

示唆される（Table6）。

(3) 2領域が高群である者の効果

　Table5で示した16群のF（学習社会領域高群），

G（学習進路領域高群），H（学習健康領域高群），

I（進路社会領域高群），J（進路健康領域高群），

K（社会健康領域高群）は２領域が高群である者

である。この６群の平均値には,ばらつきがある。

それは，高群である領域の組み合わせにより，自

己効力感をより一層高める効果があるからではな

いかと考えた。そのため，まず学校生活スキル各

４領域のうち２領域のみが高群である者を抽出

し,どの領域の組み合わせによるスキルの高さが，

自己効力感の高さと関連しているのかを明らかに

することとした。

　そしてその対象者を前述のF（学習社会領域高

群），G（学習進路領域高群），H（学習健康領域

高群），I（進路社会領域高群），J（進路健康領域

高群），K（社会健康領域高群）に群分けし，そ

の群分けを要因とする一要因分散分析を実施し

た。その結果（Table7），有意差は見られなかっ

た（

(4) 3領域が高群である者の効果

　Table5で示した16群のL（学習領域低群）,M（進

路領域低群），N（健康領域低群），０（社会領域

低群）は３領域が高群である者である。この４群

の平均値には，ばらつきがある。それは，２領域

が高群である者と同様に高群である領域の組み

合わせにより，自己効力感をより一層高める効果

があるからではないかと考えた。そのため，学校

生活スキル各４領域のうち３領域のみが高群であ

る者を抽出し，どの領域の組み合わせによるスキ

ルの高さが，自己効力感の高さと関連しているの

かを明らかにすることとした。

　そして，その対象者を前述のL（学習領域低

群), M (進路領域低群），N（健康領域低群），

Table7　学校生活スキル２領域高群に属する各群にお

　　　　ける自己効力感の差

μ

Table5　学校生活スキル各群における自己効力感の差

Table6　学校生活スキル領域高群数の違いによる自己
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O（社会領域低群）に群分けし，その群分けを要

因とする一要因分散分析を実施した。その結果

(Table8),有意差は見られなかった（

n.s.)。

Table8　学校生活スキル３領域高群に属する各群にお

　　　　ける自己効力感の差

Ⅳ。考察

１。学校生活スキルの各領域と自己効力感との関連

（l）学習領域

　学習領域高群の自己効力感尺度得点は，学習領

域低群に比べ,有意に高いという結果が示された。

これは，先行研究6）に一致していると言える。

　生徒は，学校生活の多くを教科学習の時間とし

て過ごす。そのため，学習面で苦戦すると，授業

についていくことができず取り残され，学業に自

信を持てなくなってしまう。そうした生徒は，学

校生活の多くの時間を退屈に過ごすことになって

しまい，授業の時間を苦痛と感じるだろう。五十

嵐10）は，こういった学習面の進め方への自信のな

さが享楽的な志向へと結びつき，不登校傾向に関

与することを指摘している。このような苦痛を軽

減し，問題への発展を予防するためにも，学校生

活スキルの学習領域を高め，自己効力感を向上さ

せるような援助を行うことが求められる。

（2）進路領域

　進路領域高群の自己効力感尺度得点は，進路領

域低群に比べ,有意に高いという結果が示された。

これは，浦上ll）などの指摘に一致している。本研

究の結果からは，進路領域が高い者は，進路に関

する活動に積極的に参加できると考えられ，進路

決定や，将来を見通す力を発揮するのに　自己効

力感が有効であると言える。

（3）健康領域

　健康領域高群の自己効力感尺度得点は，健康領

域低群に比べ,有意に高いという結果が示された。

五十嵐10）は，健康領域が「精神・身体症状を伴う

不登校傾向」と「在宅を希望する不登校傾向」に

関与している可能性を示し，健康領域の育成が不

登校傾向の低減に有効であると示唆している。こ

れらの指摘と本研究の結果を併せて検討すると，

中学生の健康上の問題の解決のために，健康領域

を高めることは，それ自体の効果に加えて，自己

効力感を高めることでも効果が期待できると考え

られる．

(4)社会領域

　社会領域高群の自己効力感尺度得点は，社会領

域低群に比べ，有意に高いという結果が示され

た．飯田・石隈6)が，コミュニケーションスキル

が自己効力感を高く保つために重要であることを

示唆するなど，多くの先行研究で社会領域と自己

効力感との密接な関係が示されており，本研究の

結果はこれらに一致していると言える．社会領域

の獲得が，中学生の友人関係の基盤となるコミュ

ニケーションスキルの向上につながると考えられ

る．

２。学校生活スキルの効果

　Table5で示した16群では，全領域高群の自己

効力感が全領域低群よりも有意に高く，４領域の

うち１領域でも高い群を持つ者は，全ての領域が

低い者よりも自己効力感が高くなっている。この

ことから，高群である領域が多い者の自己効力感

が，高群である領域が少ない者よりも高くなるの

ではないかと推測した。このことを検討するため

に，調査対象者を全領域高群，３領域が高群であ

る者，２領域が高群である者，１領域が高群であ

る者，全領域低群に群分けし，その群分けを要因

とした１要因分散分析を行った。その結果，有意

差が認められた。この結果から，学校生活スキル

の全領域が低い者よりも，１領域でも高い領域を

持つ者の方が，自己効力感が高くなると言える。

また，すでに１領域あるいは２領域の学校生活ス

キルが高群である者が，今以上に自己効力感を高

めるためには，現在は低群であるスキル領域のう

ち２つ以上を高める必要があると示唆される。

　さらにたとえ同じ数のスキル領域が高くとも，

そのスキル領域の内容がどんな組み合わせなのか

によって，自己効力感をより一層高める効果があ

るのではないかと考え，４領域のうち２領域が高

群であった者を抽出し，自己効力感との関連を検

討した。また同様に，４領域のうち３領域が高群

であった者を抽出し，自己効力感への影響を検討

した。しかし，いずれの場合であっても，組み合

わせの違いによって自己効力感に有意差は見られ

なかった。このことから，高群である複数領域の

組み合わせによって，自己効力感への影響力が強

まるといった効果はないと考えられる。これは，

特定の学校生活スキルを獲得するだけでは，自己

効力感を高めるに至らず，より多くの領域スキル
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を獲得する必要があるということである。

　飯田・石隈6)は，学校生活スキルがバランスよ

く高い者は自助資源が豊富であり，自己効力感が

比較的高いことから動機づけも高くなり，学校生

活において積極的に活動に参加できていることを

示唆している。本研究においても，全領域のスキ

ルが高いと自己効力感が有意に高いという結果が

出ており，先行研究を支持するものとなった。

　このことから，自己効力感を高めるためには，

４領域の学校生活スキルをバランスよく育成して

いかなければならないと考えられる。

３。今後の課題と展望

　以上のように，学校生活スキルは，それぞれの

領域を高めることによって，自己効力感を高める

ことができると言える。このことから，自己効力

感の低下が著しい生徒への援助として，その生徒

にとって取り組みやすいスキル領域や，最も獲得

の必要性が高いスキル領域などから支援を開始

し，自己効力感をわずかでも上げていくことが可

能であると指摘できる。そして，それをきっかけ

にして，他の領域のスキルもバランスよく獲得で

きるように支援することが，自己効力感をより高

める上で重要だと言える。こういった援助を効果

的に行うためにも，学校教育においては，支援を

行う生徒が課題をもつ学校生活スキルの領域を把

握する必要がある。

　しかしながら，学校生活スキルは自己評定法で

あったが，スキル評定に際して適切な方法と言え

るのかなど，研究遂行上の課題がある。これらを

改善し，より精錬した結果を検討する必要があ

ろう。
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